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 (1) いろいろなものの美しさなどに対する豊かな感性をもつ。 
 (2) 感じたことや考えたことを自分なりに表現して楽しむ。 






































































































 (1) 子どもたちひとりひとりの思いを大切にする。 
 どんな子どもの表現でも受け止める。他の子と安易に比較するのではなく、その子なりの
工夫、その子なりの表現の育ちを肯定的に見る。 
 (2) 表現する形や色、その構成は子どもたちが決める。 
 でき上がりや手順まで保育者がすべて決定しない。手本どおりに作る、描くということは
手先の訓練にはなっても、創造性の育ちにはならない。 
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５ 文部科学省，『小学校学習指導要領解説 図画工作編』，平成29年６月，p.109． 
６ 槙英子による言説を基にしている。槙英子，「保育をひらく造形的な表現」，萌文書房，2008，p.50． 
７ 同上，p.11． 







13 米国における「保育者向けの教本」を基にしている。John Holdren, “What your kinndergartner Needs to Know”, 
Bantam, 2013. 
14 幼児はＶＴＳの手法を中心に、児童は低学年はＶＴＳの手法、中学年以降は対話型鑑賞学習が効果的であると
考える。次の文献を基にしている。Yenawine, Philip Visual thinking strategies: using art to deepen 
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18 佐伯胖・佐々木正人編，『アクティブ・マインド』，東京大学出版会，1990，p.ⅱ． 
